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2 Ha-4 家族とのかかわりの発遂に関する研究
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且白L少子化、核家族化がすすみ、また家族のあり方が多様化していといわれる現在、子

どもの立場からとらえられた、家族とのかかわりとその変化、発達とはどのようであるの

だろうか。小学生期、中学生期、高校生期、大学生期、ではどのように家族とのつながり

が意識化され、変化していくのか、そのかかわりの発達過程について考察する。

立rn各時期の家族とのかかわり、家族の問題、将来の自分の家族のイメージなどについ

ての質問紙を実施し、その結果を分析、考察する。対象は大学家政学科学生222名である。

結果と考察　家族とのかかわりは、小学生期は内在的発達、中学生期は内接的発達、高校

生期は接在的発達、大学生期は外接的発達がなされる傾向がみられた。これらの発達を促

進する家族や子どものあリ方として、内在化においては家族に守られる、自分中心にいら

れるなど、内接化においては家族の問題が起こる、自己の確立が進む、役割を担うなど、

接在化においては家族から頼られる、対等に理解しあえる人間関係、自立心が強まるなど、

外接化においては、家族成員の独自の領域の顕在化、共通時間・空間の減少など、いくつ

かの特性が考察された。かかわりの発達の個別差（ばらつき）は中学生期から目立ちはじ

め、高校生期、大学生期と、さらにそのあり方は多様になる。また、中学生期は家族との

関係の転換期にあたり、関係の調整、発展的対応が特に重要であることがわかった。

2 Ha-5 家族のかかわりの一考察（２）

　　　　　一人とのコミュニケーションを通して思春期を考える

お茶の水女大生活科学　中村洋子

　目的＝思春期の子供の自己形成の過程を取り上げ、家族を含む様々な人とのコ

ミュニケーションを積み重ねることによって形成される自己について考える。ま

た思春期の子供をもつ家族のかかわり方を探究することによって、ともに変わる

状況について考察する。

　方法：参加観察法・心理劇法・質問紙法を組み合わせて活用する。今回は主と

して仮設性の心理劇を活用する。結果を分析･考察するにあたっては、関係学(創

始者松村康平)の立場からかかわり分析を行う。参加者と共にかかわり方の仮

説を考え、思春期の子供に対する日常生活でのかかわり方を幅広く実験的に行

為化できるように配慮する。具体的には①多種多様な親子のかかわり方を考える

心理劇②異なった3タイプの限定したかかわり方による友人と相談する場面の心

理劇。劇後の演者･観客･監督の参加体験･感想を基に討論を丁寧に行い、思春期の

子供における共通性･類似性･個別性を考える。　結果:1.思春期は様々な人々とコ

ミュニケーションにより、多面的な自己(側面)を発掘する時期である。Ci.幼児期

から育てて来た自己と新しい自己(の側面)を考え合わせ、再構築がなされる。

それは連続的に行われ、自己形成が活発になされる時期である。 3.思春期の子供

にかかわる第三者との相互関係が大きな影響をおよぼす。かかわり方を探究する

ことによって自己形成がなされる。
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